
掛川市『考古の日』

明和9年5月21日(陰暦)現在の長谷字
小出ヶ谷地区において、銅鐸一口が発見され
掛川藩に届出されました。これは現在の文化
財保護法の遺物の発見届と同じ乙とで、乙の
日を記念して、市民の埋蔵文化財に対する理
解と、乙れらを保護・保存しようとする意識
の向上を願い、毎年5月21日を掛川市「考
古の日」として設定しました。 文化財愛護シンボルマーク

掛川市「考古の日 J記念

出

〈

土 文 イヒ 財 回
限

と き:平成元年6月8日(木)
"-' 1 1日(日)

と 乙 ろ:掛川市生涯学習センター
ギャラリー 1階

1989 

主卦Jrrr-行孝女干亨ヨEF主主壬塗



昭和63年度遺跡発掘調査の概要
?~全主r-É~責君羊

1、調査地点 宮脇字山郷 1，322 外
2、調査の原因 東部工業団地土地区画整理事業に先立つ発掘調査
3、調査面積 5，OOOrrl 
4、調査期間 昭和63年3月'"'-'6月.
5、調査の内容 調査では、 6基の古墳のほか弥生時代後期~古墳時代前期に

雪乏吾妻ミ手元豊島亦

使われた竪穴式住居跡15軒・土坑・小穴多数が見つかりまし
た。出土した遺物は、素焼きの土器の破片があります。

1、調査地点 安養寺字寺峯168-2 外
2、調査の原因 東部工業団地土地区画整理事業に先立つ発掘調査
3、調査面積 14，OOOrrl 
4、調査期間 昭和63年6月~平成元年3月
5、調査の内容 調査では、今から1，600-----1，700年前の弥生時代後期~古墳時

石E豆 Z玉主置毘亦

代前期の住居跡71軒以上と掘立柱建物跡3棟などを発見し、
ここにムラがあった乙とがわかりました。また、 12世紀はじ
めの平安時代終わり頃には、お寺が建てられていた乙ともわか
りました。出土した遺物は、これらの時代を示す壷・・嚢などの
土器が主で、他に鉄製の釘・板などもあります。

1、調査地点 安養寺字松木ヶ谷261-4外
2、調査の原因 東部工業団地土地区画整理事業に先立つ発掘調査
3、調査面積 450rrl 
4、調査期間 昭和63年8月-----9月
5、調査の内容 調査では、江戸時代の古い道が発見され、村境の石標が出土
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しました。乙の他、灯明皿なども出土しています。

水垂字別所1，263-4外
東部工業団地土地区画整理事業に先立つ発掘調査
18，OOOrrl 
昭和63年 10月~平成元年3月

調査では、 15-----16世紀室町時代に築かれた山城水垂城の
雄姿を見る乙とができました。本丸・二の曲輸などの主廓には
礎石をもっ建物跡が発見され、摺鉢・壷・小皿・碗などの遺物
も出土しています。乙の他調査では、 1，600-----1，700年前の弥生
時代後期から古墳時代前期に建てられた住居跡が多数発見され
ており、水垂城が築かれる前にムラがあった乙とがわかりまし
た。

E亦
宮脇字横垂492-1外
宅地造成工事に先立つ発掘調査
260rrl 
昭和63年 7月-----8月

調査では、1，700年前頃の弥生時代後期の住居跡と柱穴そして
溝状遺構が発見されました。

主号全宰牟黄フて君羊仁三君羊
l、調査地点 下垂木字岩谷3，965-1外
2、調査の原因 自然災害防止工事に先立つ発掘調査
3、調査面積 429rrl 
4、調査期間 昭和63年 7月-----8月
5、調査の内容 調査では、全部で 10基の横穴を発見しました。横穴からは

6世紀後半から 7世紀はじめの須恵器(杯・壷・平瓶など)、
土師器(短頭壷)、鉄製品(万子・畿など)、装身具(耳環・
勾玉など)が出土しました。また4号墓からは、人骨がしっか
りとした状態で出土しました。

キ南ケ毛主r-~重量言タミ君羊 13 - E 君羊
1、調査地点 本郷字楠ヶ谷2，386外
2、調査の原因 宅地造成工事に先立つ発掘調査
3、調査面積 2，400rrl 
4、調査期間 昭和63年8月-----1 2月
5、調査の内容 B群で 1基、 E群で38基の横穴を発見しました。横穴から
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は、 6世紀後半から 8世紀前半の須恵器(壷・杯・平瓶・横瓶
など)、土師器(高杯など)、鉄製品(太刀・万子・鍍など)
装身具(耳環・勾玉・管玉など)が出土しました。

E亦
吉岡字女高1~197-1-----2
茶畑改植に先立つ発掘調査
400rrl 
昭和63年 10月-----1 2月

調査では、弥生時代後期に属する住居跡2軒と古墳時代前期
に属する住居跡1軒、掘立柱建物跡1、溝状遺構などが発見さ
れました。出土した遺物には、縄文時代に使われた石錘、弥生
時代後期から古墳時代前期に使われた土器(壷・嚢・高杯など
)の破片などがあります。

E反主尺云豊島事
家代字東沢665-1-2
茶畑改植に先立つ発掘調査
1，200rrl 
昭和63年 12月~平成元年3月

調査では、 7世紀前半に築かれた横穴式石室をもっ古墳2基
と 1，700年前の弥生時代後期の土坑6基、そして時期不明の柱
穴が発見されました。遺物は、古墳から出土した須恵器・土師
器・鉄釘・玉などの他に、土坑から弥生時代後期の土器(壷な
ど)の破片が出土しました。

宇毎布喬・千巴雇主易元宣毘亦
1、調査地点 梅橋字柚ノ木74 外
2、調査の原因 工場建設・造成に先立つ発掘調査
3、調査面積 2，OOOrrl 
4、調査期間 昭和63年9月~平成元年3月
5、調査の内容 調査により遺構は発見されませんでしたが、平安時代終わり

頃の灰紬陶器の碗、鎌倉時代の茶碗(山茶碗)、輸入陶磁(青
磁)が出土しました。


